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事業対象

事業目的
子供の生きる力の基礎的な資質や能力を育成するため、より良い家庭教育が行われるよう、保護者に学習の機会を提供す
る。また、地域に対し、家庭教育の重要性を啓発し、家庭教育支援を推進する。

 [施　　策] 9　生涯学習環境の整備 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 なし

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 0歳～中学生までの児童の保護者及び子育て支援に関心がある２０歳以上の区内在住・在勤者

同上

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 家庭教育の振興
所
管

教育委員会

生涯学習課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 52 計画事業名

[事業開始] 昭和 年度

事業内容
[H30年度]

①家庭教育学級：話し合い学習を中心に、区立こども園・幼稚園・保育園・小学校・中学校、私立幼稚園の各ＰＴＡを単位とし
て実施（４２会場、１０６日）
②乳幼児家庭教育学級：地域の教育力を活用し、家庭教育を振興できる団体に事業を委託して実施。（４会場２３日）
③家庭教育支援者養成講座：子育て中の親が気軽に相談できるような「共助」の立場で支援していく者を養成する講座を実
施。（生涯学習センター、６日）。また、支援者のスキルアップを図るため、家庭教育支援者養成フォローアップ講座を実施。
（生涯学習センター、５日）

委託の有無 一部委託
委託内容 　 乳幼児家庭教育学級を子育て支援活動等を行う団体に委託

補助金の有無 都

 [基本目標]

家庭教育の振興

事
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績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

乳幼児家庭教育学級会場数 会場 4 4 4 4

家庭教育学級会場数 会場

4 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

2,712 2,893

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

42 43 97.7%43 41 42

83.2%

250 260 250 104.0%

2,965

成果指標

家庭教育学級参加者数 人 3,500 3,360 3,275 3,327

活動指標

4,000

乳幼児家庭教育学級参加者数 組 250 310

1,573 1,460 1,450

　総経費 8,954 8,760 9,138

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 6,242 5,866 6,172

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 1,139 1,434 1,516

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） 7,146 6,831 7,189

課題及び
今後の進め方

各ＰＴＡが滞りなく円滑に家庭教育学級を企画・運営できるよう、事務処理の簡素化や支援体制の充実を図っていく必
要がある。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 1,808 1,929 1,949

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

核家族化、地域のつながりの希薄化等を背景に家庭教育が困難な状況にある中、本事業の重要
性は高まっており、学級に参加された方の満足度も高い。引き続き、家庭教育力の向上のために、
保護者のニーズに即した学級を開催していく。また、家庭教育を支援する人材の育成に力を入れ
ていくとともに、家庭教育支援に関わる団体や、関連部署と相互に情報交換を行い連携を深めて
いく。

維持

手段の適切性 3
保護者が主体的に学び、互いに交流し合えるきっかけづくりのため、話し合いを中心とした手法を学級に取り
入れている。また、学級を地域の団体に委託することにより、地域で子育てを振興する団体の育成を図ってい
る。

目的達成度 3 乳幼児家庭教育学級及び家庭教育学級の双方ともに参加者が昨年度より増加し、参加者のアンケートにおい
ても、「役にたった」と回答している方が大半を占め、保護者の満足度も高い。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 核家族化、地域のつながりの希薄化等を背景に家庭教育が困難な状況にある中、家庭教育支援のニーズは
高い。

効率性 3 各ＰＴＡや地域の団体に運営を委託することで、各地域の実情に合ったより効果的な学級が展開できている。


